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2016 年の期間に 11 人の医師に対し，半構造化イ
ンタビューを行った。なお，インタビューでは，
アトピー性皮膚炎治療に関する質問 10 項目，不













































番号 仮名 年代 性別 専門 経歴
1 A 医師 30 代 男 小児科 国立研究センター勤務。標準治療。D 医師のチームの一員。
2 B 医師 30 代 女 小児科 国立研究センター勤務。標準治療。D 医師のチームの一員。
3 C 医師 60 代 男 小児科 大学病院教授。免疫・アレルギーを専門とする小児科医。標準治療。
4 D 医師 60 代 男 小児科 国立研究センター勤務。アレルギー科医長。小児科医。標準治療。
5 E 医師 60 代 男 小児科 国立研究センター副所長。小児科医。日本アレルギー学会理事長。
標準治療。
6 F 医師 30 代 女 皮膚科 国立研究センターの研究員。皮膚科医。週に 1 回、臨床も行ってい
る。
7 G 医師 40 代 女 皮膚科 大学病院教授。皮膚科医。標準治療。






9 I 医師 60 代 男 皮膚科 開業医。1990 年代に脱ステロイド治療を行うようになる。しかし、
それでも治らない患者がいたため、標準治療をベースにナラティブ・
アプローチを取り入れた治療を行うようになった。
10 J 医師 60 代 男 皮膚科 開業医。1990 年代以降、脱ステロイド治療を実施。
11 K 医師 60 代 男 皮膚科 大学病院で 40 年間勤務した後、皮膚科のクリニックを開業。標準
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（ 3 ） プロトピックとは，タクロリムス軟膏の製
品名であり，ステロイド外用薬の次によく
使用される免疫抑制外用薬である。ステロ
イド外用薬とは異なる作用機序により炎症
を抑える働きがあり，ステロイド外用薬を
用いるのが望ましくない顔や首などに使用
されることが多い。
